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全
国
一
般
大
阪
第
10
回
執
行
委
員
会
を
７
月
10
日
、
全

国
一
般
大
阪
事
務
所
に
20
名
が
参
加
し
開
催
、
2022
運
動
方

針
（
草
案
）
に
つ
い
て
道
脇
書
記
長
が
提
起
し
た
。 

 

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
世
界
の
政
治
・
経
済
・
社
会

は
厳
し
く
混
と
ん
と
し
て
い
る
。
菅
政
権
の
私
物
化
と
国
民
・

国
会
軽
視
の
姿
勢
が
続
く
中
、
ワ
ク
チ
ン
対
策
の
失
敗
で
雇
用

と
生
活
・
将
来
不
安
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
年
内
の
衆
議

院
解
散
総
選
挙
闘
争
に
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
の
成
立
で
労
働
法
制
の
改
悪
、「
曖
昧

な
雇
用
」
な
ど
終
身
雇
用
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。 

 

全
国
一
般
大
阪
は
、「
全
国
一
般
運
動
、
中
小
労
働
運
動
」
の

継
承
・
発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
2022

運
動

方
針
草
案
に
つ
い
て
提
起
・
論
議
を
深
め
た
。 

運
動
の
基
調
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

□
す
べ
て
の
労
働
者
の
団
結
・
連
帯
で 

 
 
 
 

春
闘
を
強
化
し
再
構
築
を
は
か
ろ
う 

 

2021

春
闘
は
、
連
合
が
８
年
連
続
ベ
ア
要
求
・
設
定
し
、 

大
手
を
中
心
に
ベ
ア
を
獲
得
す
る
賃
金
引
き
上
げ
交
渉 

が
と
り
く
ま
れ
た
。
春
闘
本
来
の
、
大
手
と
中
小
の
闘
い 

を
集
中
さ
せ
賃
金･

労
働
諸
条
件
の
改
善
を
獲
得
し
、
そ 

れ
を
相
場
形
成
・
波
及
さ
せ
る
体
制
が
重
要
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

さ
ら
に
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
な
ど 

あ
ら
ゆ
る
格
差
の
縮
小
を
め
ざ
す
た
め
の
春
闘
の
再
構 

築
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
結
果
は
、
コ
ロ
ナ
禍 

で
大
手
も
中
小
も
前
年
実
績
を
割
り
込
ん
だ
。 

2022

春
闘
は
、
公
務
・
公
共
民
間
の
連
携
を
強
化
し
、
中 

小
・
パ
ー
ト
共
闘
な
ど
企
業
を
越
え
た
労
働
運
動
、
地
域

共
闘
の
強
化
を
推
し
進
め
て
い
く
。 

□
組
織
化
・
組
織
強
化
、
中
小
労
働
運
動
の 

継
承
・
発
展
に
全
力
を
あ
げ
よ
う 

 

自
治
労
と
の
組
織
統
合
は
地
方
を
含
め
て
15
年
を
超 

え
た
。
地
域
運
動
強
化
を
め
ざ
し
た
運
動
の
共
有
化
、
公 

共
民
間
・
地
場
中
小
労
働
者
の
組
織
化
、
平
和
と
民
主
主 

義
へ
の
と
り
く
み
の
課
題
な
ど
統
合
効
果
を
発
揮
し
た 

運
動
の
強
化
・
発
展
を
す
す
め
て
き
た
。
中
小
労
働
者
の 

生
活
・
雇
用
・
権
利
の
前
進
を
は
か
る
た
め
全
国
一
般
・ 

中
小
労
働
運
動
の
継
承
・
発
展
に
む
け
て
自
治
労
と
統
合 

し
た
。
大
阪
に
お
い
て
は
、
こ
の
間
、
自
治
労
府
本
部
、 

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
評
議
会
（
公
民
評
）
と
の
様
々 

な
共
同
行
動
を
展
開
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
運
動 

の
共
有
化
、
主
体
的
力
量
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
未
組
織 

  

し
、
自
治
労
全
国
一
般
評
議
会
と
し
て
運
動
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
大
阪
に
お
い
て
は
、
こ
の
間
、
自
治
労
府
本
部
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
評
議
会
（
公
民
評
）
と
の
様
々

な
共
同
行
動
を
展
開
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
運

動
の
共
有
化
、
主
体
的
力
量
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
未

組
織
の
組
織
化
、
春
闘
や
政
策
課
題
、
争
議
支
援
な
ど

を
と
り
く
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
中
小
労
働
運
動
、
企

業
の
枠
を
超
え
た
連
帯
と
相
互
支
援
、
地
域
共
闘
強
化

の
拡
充
を
は
か
る
と
り
く
み
を
す
す
め
て
い
く
。
最
大

の
組
織
的
課
題
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
と
り
く
み
で

あ
る
。
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
は
、
全
国
一
般
評
議

会
は
組
織
の5

％
拡
大
、
全
国
一
般
大
阪
は
１
組
合
が3

年
に
１
組
織
ま
た
は
毎
年1

組
合
員
が1

名
の
組
織
化

を
め
ざ
す
組
織
拡
大
・
強
化
を
図
っ
て
き
た
。
今
年
度

は
、
産
別
未
加
入
組
合
の
組
織
化
へ
の
と
り
く
み
と

1

組
合
の
組
織
化
と
ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間
の
組
織
化
を
実
現

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
全
国
一
般
大
阪
の
組
織
体

制
強
化
と
次
世
代
の
活
動
家
づ
く
り
が
課
題
と
な
る
な

か
で
専
従
の
拡
充
・
強
化
を
は
か
る
。
全
国
一
般
大
阪

の
労
働
講
座
（
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
）、
研
修
会
・
学
習

会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
を
設
定
し
、
青
年
女
性
部

な
ど
若
手
活
動
家
の
育
成
な
ど
中
小
労
働
運
動
の
継

承
・
発
展
に
む
け
と
り
く
む
。 

 

□
競
争
・
能
力
主
義
に
反
対
し
、
安
心
し
て
働
け
る
職

場
作
り
を
す
す
め
よ
う 

 
 

政
府
が
す
す
め
る
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
政
策
に
よ

り
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ

法
）
が
法
制
化
さ
れ
た
。
今
後
は
、
裁
量
労
働
制
の
緩

和
や
解
雇
の
金
銭
解
決
導
入
の
課
題
の
な
か
で
利
益
追

求
の
た
め
に
労
基
法
さ
え
も
守
ら
な
い
経
営
者
が
横
行

し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
結
果
、
正
規
労
働
者

か
ら
限
定
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
契
約
社
員
、
派
遣
労
働

者
な
ど
非
正
規
（
不
安
定
）
無
権
利
の
労
働
者
へ
の
切

り
替
え
が
進
行
し
て
い
る
。2

.9

％
の
失
業
率
、
特
に
若

年
者
の
非
正
規
化
と
失
業
率
の
高
さ
を
克
服
す
る
た
め

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
非
正
規

雇
用
労
働
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
の
就
業
者
を
中
心

に
、
多
く
の
人
た
ち
が
職
を
失
う
危
機
に
直
面
す
る
な

ど
、
立
場
の
弱
い
人
々
に
し
わ
寄
せ
が
生
じ
る
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
仕
事
量
の
増
加
や
労
働
強
化
と
と
も
に
、

成
果
主
義
賃
金
導
入
に
よ
る
競
争
主
義
の
結
果
、「
追
い

出
し
部
屋
」
な
ど
労
働
者
の
孤
立
化
、
分
断
化
が
推
し

す
す
め
ら
れ
職
場
で
の
団
結
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

る
。「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
の
一
掃
と
パ
ワ
ハ
ラ
・
嫌
が
ら

せ
に
よ
る
「
う
つ
病
」
の
増
加
と
リ
ス
ト
ラ
・
不
当
解

雇
な
ど
組
合
弱
体
化
攻
撃
に
対
し
て
、
地
裁
・
地
位
保

全
や
不
当
労
働
行
為
に
対
す
る
労
働
委
員
会
な
ど
第

3

者
機
関
を
活
用
し
た
体
制
作
り
を
す
す
め
る
。 

そ
の
た
め
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
賃
金
、
労

働
条
件
の
確
立
と
と
も
に
、
職
場
の
仲
間
の
信
頼
と
団

結
を
つ
よ
め
る
た
め
労
働
組
合
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、

職
場
、
地
域
の
仲
間
と
の
連
携
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
。 

 

□
公
正
な
取
引
慣
行
実
現
に
向
け
奮
闘
し
よ
う 

 
 

労
基
法
や
労
組
法
を
無
視
し
た
長
時
間
労
働
や
過
剰

な
ノ
ル
マ
な
ど
に
よ
る
労
働
者
を
酷
使
す
る
一
部
上
場

の
大
手
企
業
で
の
社
会
問
題
化
が
明
ら
か
と
な
り
つ
つ

あ
る
一
方
で
、
相
変
わ
ら
ず
親
企
業
に
よ
る
下
請
単
価
の

強
引
な
ま
で
の
引
き
下
げ
や
下
請
法
違
反
も
増
加
し
て

い
る
。
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
金

融
機
関
に
よ
る
融
資
を
条
件
と
し
た
合
理
化
圧
力
が
つ

よ
ま
り
、
企
業
ご
と
に
潰
さ
れ
た
り
（
倒
産
・
閉
鎖
）
、

賃
金
・
労
働
諸
条
件
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
職

場
内
の
労
使
関
係
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
課
題
も
多
く

存
在
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
の
経
済
構
造
や
不
公
正
な
取

引
関
係
に
迫
る
た
た
か
い
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
問

題
を
社
会
化
し
企
業
を
越
え
て
地
域
の
共
闘
し
た
運
動

の
強
化
が
重
要
で
あ
り
と
り
く
み
を
つ
よ
め
て
い
く
。 

 

□
医
療
、
年
金
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改

革
を
実
現
し
よ
う 

医
療
介
護
総
合
推
進
法
が
成
立
（2

0
1
4.
6

）
し
、20

1
5

年8

月
か
ら
自
己
負
担
が1

割
か
ら2

割
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
医
療
、
年
金
、
介
護
（2

0
1
8

年8

月
、
一
部

3

割
負
担
）
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
に
よ
る
大
衆

収
奪
政
策
が
強
行
さ
れ
る
な
か
で
逆
進
性
が
高
い
消
費

税
増
税
な
ど
は
容
認
で
き
な
い
。
大
手
上
場
企
業
の
収

益
構
造
が
微
増
す
る
な
か
で
高
止
ま
り
す
る
自
殺
者
、

預
金
ゼ
ロ
世
帯
や
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
、
健
康
保
険

証
さ
え
も
て
な
く
安
心
し
て
病
院
に
も
行
け
な
い
現
実

が
あ
り
、
年
金
制
度
も
昨
年
度
か
ら
毎
年
抑
制
（0.

9

％
）

さ
れ
る
な
ど
空
洞
化
・
社
会
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
年
金
国
庫
負
担
割
合
の
増
加
の
実
効
確
保

に
向
け
年
金
制
度
の
安
定
体
制
づ
く
り
の
実
現
を
求
め

て
い
く
。
国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
た
が
適
用
対
象
者

の
拡
大
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
の
適
用
を
求
め
て
い

く
。
ま
た
、
企
業
中
心
社
会
に
あ
っ
て
長
時
間
労
働
に

よ
る
不
払
い
残
業
の
横
行
と
、
中
小
企
業
に
お
け
る
社

会
保
険
か
ら
の
違
法
な
脱
退
・
未
加
入
な
ど
法
の
厳
格

適
用
と
加
入
資
格
者
の
救
済
制
度
拡
充
を
求
め
て
い

く
。 こ

う
し
た
社
会
矛
盾
に
怒
り
の
声
を
あ
げ
、
不
条
理

に
立
ち
向
か
う
労
働
組
合
運
動
こ
そ
重
要
に
な
っ
て
い

る
中
で
、
社
会
的
格
差
を
是
正
し
、
だ
れ
も
が
「
安
心

し
て
」「
安
全
な
」「
安
定
し
た
」
暮
ら
し
が
保
障
さ
れ
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
実
現
と

信
頼
に
足
り
る
社
会
保
障
改
革
の
実
現
を
追
求
し
て
い

く
。 

 

□
反
戦
・
反
核
・
護
憲
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
育

て
る
と
り
く
み
を
つ
よ
め
よ
う 

こ
の
間
、
米
朝
会
談
が
開
催
さ
れ
た
が
朝
鮮
半
島
の

非
核
化
な
ど
緊
張
緩
和
の
進
展
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に
南

北
の
緊
張
が
高
ま
る
な
ど
今
後
の
動
向
は
不
透
明
と
な

っ
て
い
る
。
安
倍
政
権
に
よ
る
、
憲
法
「
改
正
」
、
特
定

秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、
戦
争
法
・

共
謀
罪
成
立
、
原
発
再
稼
働
な
ど
反
核
・
反
戦
・
平
和

が
脅
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
政
府
は
、
武
器
輸
出

3

原
則
の
空
洞
化
と
な
る
武
器
輸
出
ル
ー
ル
「
防
衛
装

備
移
転

3

原
則
」
を
す
す
め
、
戦
争
法
を
強
行
採
決

（2
0
1
5

）
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
衆
議
院
選
挙
で
躍
進

（2
0
1
7
.
1
0

）
し
、
衆
参
合
わ
せ
て3

分
の2

を
占
め
憲

法9
6

条
の
改
憲
発
議
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昨

年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
自
公
及
び
改
憲
勢
力
で

3

分
の

2

に
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
安
倍
政
権
は
、
改
憲
発
議

を
狙
っ
て
い
る
。
冷
戦
の
構
図
が
崩
壊
し
戦
後7

5

年
・

沖
縄
復
帰4

7

年
が
経
過
し
た
現
在
、
名
護
市
辺
野
古
へ

の
新
基
地
建
設
を
強
行
す
る
な
ど
沖
縄
を
今
な
お
「
基

地
の
島
：71

％
」
の
鉄
鎖
に
つ
な
ぎ
続
け
て
い
る
。 

こ
う
し
た
な
か
自
公
政
権
は
日
米
同
盟
を
強
化
し
、

平
和
憲
法
を
無
視
し
、「
人
道
支
援
」
と
い
う
名
の
も
と

で
、
有
事
法
体
制
づ
く
り
や
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
な
ど

憲
法
の
空
洞
化
を
推
し
す
す
め
て
い
る
。
在
日
米
軍
再

編
に
つ
い
て
は
、
在
日
米
軍
基
地
強
化
と
自
衛
隊
・
米

軍
の
一
体
化
が
強
化
さ
れ
る
な
か
で
普
天
間
基
地
や
オ

ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
配
備
な
ど
全
国
飛
行
訓
練

や
日
米
同
盟
重
視
と
対
中
国
な
ど
へ
の
軍
事
強
化
に
反

対
す
る
と
り
く
み
を
進
め
て
い
く
。 

脱
原
発
の
課
題
で
は
、2

0
20

年7

月
段
階
で
稼
働
中

の
高
浜
原
発
、
玄
海
原
発
、
大
飯
原
発
（9

基
）
な
ど

再
稼
働
が
次
々
と
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
危
険
な
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
か
ら

の
脱
却
と
福
島
原
発
事
故
を
契
機
と
す
る
脱
原
発
運
動

を
強
化
し
自
然
・
ク
リ
ー
ン
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
を
求
め
て
い
く
。 

全
国
一
般
大
阪
は
、
反
核
・
反
戦
・
平
和
・
民
主
主

義
を
守
る
た
め
、
憲
法
を
守
り
、
い
か
な
る
事
態
で
も

自
衛
隊
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
有
事
体
制
づ
く
り
に

は
反
対
し
、
と
り
く
み
を
つ
よ
め
て
い
く
。
同
時
に
、

な
共
同
行
動
を
展
開
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
運
動 

の
共
有
化
、
主
体
的
力
量
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
未
組
織 

の
組
織
化
、
春
闘
や
政
策
課
題
、
争
議
支
援
な
ど
を
と
り 

く
ん
で
き
た
。
全
国
一
般
大
阪
の
労
働
講
座
（
ユ
ニ
オ
ン 

ス
ク
ー
ル
）
、
研
修
会
・
学
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開 

催
を
設
定
し
、
青
年
女
性
部
な
ど
若
手
活
動
家
の
育
成
な 

ど
中
小
労
働
運
動
の
継
承
・
発
展
に
む
け
と
り
く
む
。 

□
競
争
・
能
力
主
義
に
反
対
し
、 

 
 

安
心
し
て
働
け
る
職
場
作
り
を
す
す
め
よ
う 

 

政
府
が
す
す
め
る
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
政
策
に
よ 

り
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
法
） 

が
法
制
化
さ
れ
た
。
今
後
は
、
裁
量
労
働
制
の
緩
和
や
解 

雇
の
金
銭
解
決
導
入
な
ど
を
目
論
ん
で
い
る
。
3.0
％
の 

失
業
率
、
特
に
若
年
者
の
非
正
規
化
と
失
業
率
の
高
さ
を 

克
服
す
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
て 

い
る
。
仕
事
量
の
増
加
や
労
働
強
化
と
と
も
に
、
成
果
主 

義
賃
金
導
入
に
よ
る
競
争
主
義
の
結
果
、
「
追
い
出
し
部 

屋
」
な
ど
労
働
者
の
孤
立
化
、
分
断
化
が
推
し
進
め
ら 

れ
職
場
で
の
団
結
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た 

め
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
賃
金
、
労
働
条
件
の
確 

立
と
と
も
に
、
職
場
の
仲
間
の
信
頼
と
団
結
を
つ
よ
め
る 

た
め
労
働
組
合
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
職
場
、
地
域
の
仲 

間
と
の
連
携
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
。 

□
公
正
な
取
引
慣
行
実
現
に
向
け
奮
闘
し
よ
う 

労
基
法
や
労
組
法
を
無
視
し
た
長
時
間
労
働
や
過
剰 

な
ノ
ル
マ
な
ど
に
よ
る
労
働
者
を
酷
使
す
る
一
部
上
場 

の
大
手
企
業
で
の
社
会
問
題
化
が
明
ら
か
と
な
り
つ
つ 

あ
る
一
方
で
、
相
変
わ
ら
ず
親
企
業
に
よ
る
下
請
単
価 

の
強
引
な
ま
で
の
引
き
下
げ
や
下
請
法
違
反
も
増
加
し 

て
い
る
。
そ
の
背
景
の
経
済
構
造
や
不
公
正
な
取
引
関
係 

に
迫
る
た
た
か
い
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
問
題
を
社 

会
化
し
企
業
を
越
え
て
地
域
の
共
闘
し
た
運
動
の
強 

化
が
重
要
で
あ
り
と
り
く
み
を
つ
よ
め
て
い
く
。 

□
医
療
、
年
金
、
介
護
な
ど 

 
 

社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
革
を
実
現
し
よ
う 

 

医
療
介
護
総
合
推
進
法
が
成
立
し
（
2014

）
、
2015

年
８ 

月
か
ら
自
己
負
担
が
１
割
か
ら
２
割
に
な
っ
た
。
こ
う 

し
た
医
療
、
年
金
、
介
護
（
一
部
３
割
負
担
・
2018

）
な 

ど
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
に
よ
る
大
衆
収
奪
政
策
が
強 

行
さ
れ
る
な
か
で
逆
進
性
が
高
い
消
費
税
増
税
な
ど
は 

容
認
で
き
な
い
。
大
手
上
場
企
業
の
収
益
構
造
が
微
増 

す
る
な
か
で
高
止
ま
り
す
る
自
殺
者
、
預
金
ゼ
ロ
世
帯 

や
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
、
健
康
保
険
証
さ
え
も
て
な 

 

□
反
戦
・
反
核
・
護
憲
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
育

て
る
と
り
く
み
を
つ
よ
め
よ
う 

行
さ
れ
る
な
か
で
逆
進
性
が
高
い
消
費
税
増
税
な
ど
は 

容
認
で
き
な
い
。
大
手
上
場
企
業
の
収
益
構
造
が
微
増 

す
る
な
か
で
高
止
ま
り
す
る
自
殺
者
、
預
金
ゼ
ロ
世
帯 

や
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
、
健
康
保
険
証
さ
え
も
て
な 

く
安
心
し
て
病
院
に
も
行
け
な
い
現
実
が
あ
る
。
そ
の 

た
め
、
年
金
国
庫
負
担
割
合
の
増
加
の
実
効
確
保
に
向 

け
年
金
制
度
の
安
定
体
制
づ
く
り
の
実
現
を
求
め
て
い 

く
。
国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
た
が
適
用
対
象
者
の
拡 

大
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
の
適
用
を
求
め
て
い
く
。
こ 

う
し
た
中
で
、
社
会
的
格
差
を
是
正
し
、
だ
れ
も
が
「
安 

心
」「
安
全
」「
安
定
」
の
暮
ら
し
が
保
障
さ
れ
、
子
ど
も 

を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
実
現
と
信
頼
に
足 

づ
く
り
る
社
会
保
障
改
革
の
実
現
を
追
求
し
て
い
く
。 

□
反
戦
・
反
核
・
護
憲
・
平
和
と
民
主
主
義
を 

 
 
 
 

守
り
育
て
る
と
り
く
み
を
つ
よ
め
よ
う 

菅
政
権
は
、
前
政
権
を
引
き
継
ぎ
、
憲
法
「
改
正
」
、

特
定
秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、
戦
争

法
・
共
謀
罪
成
立
、
原
発
再
稼
働
な
ど
反
核
・
反
戦
・

平
和
が
脅
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
冷
戦
の

構
図
が
崩
壊
し
戦
後
76
年
・
沖
縄
復
帰
49
年
が
経
過
し

た
現
在
、
名
護
市
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
を
強
行
す

る
な
ど
沖
縄
を
今
な
お
「
基
地
の
島
：
71
％
」
の
鉄
鎖

に
つ
な
ぎ
続
け
て
い
る
。 

脱
原
発
の
課
題
で
は
、
2021

年
７
月
段
階
で
稼
働
中
の

高
浜
原
発
、
玄
海
原
発
、
大
飯
原
発
（
９
基
）
な
ど
再

稼
働
が
次
々
と
推
し
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
危
険
な
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
か
ら

の
脱
却
と
福
島
原
発
事
故
を
契
機
と
す
る
脱
原
発
運
動

を
強
化
し
自
然
・
ク
リ
ー
ン
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
を
求
め
て
い
く
。 

全
国
一
般
大
阪
は
、
反
核
・
反
戦
・
平
和
・
民
主
主

義
を
守
る
た
め
、
憲
法
を
守
り
、
い
か
な
る
事
態
で
も

自
衛
隊
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
有
事
体
制
づ
く
り
に

は
反
対
し
、
と
り
く
み
を
強
め
て
い
く
。
同
時
に
、
政

策
・
政
治
課
題
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
全
国
一
般

運
動
と
し
て
確
立
し
て
き
た
、
憲
法
改
悪
反
対
、
規
制

緩
和
・
市
場
優
先
主
義
に
反
対
し
、
労
働
者
の
立
場
に

た
つ
社
会
民
主
主
義
に
も
と
づ
く
民
主
・
リ
ベ
ラ
ル
の

政
治
勢
力
と
連
携
し
た
運
動
追
求
を
は
か
っ
て
い
く
。 

  

 

具
体
的
な
闘
い
の
課
題
は
次
の
通
り 

①
2022
春
闘 

㋐
連
合
春
闘
の
下
で
、
要
求
を
組
織
し
格
差
是
正
・
縮 

小
の
と
り
く
み
、
㋑
春
闘
の
意
義
を
確
認
し
春
闘
機
能 

の
強
化
と
格
差
の
拡
大
を
是
正
、
㋒
連
合
の
「
パ
ー
ト 

共
闘
会
議
・
非
正
規
共
闘
」
の
連
携
強
化
、
㋓
困
難
な 

職
場
の
支
援
と
共
闘
体
制
、
㋔
確
信
の
持
て
る
闘
い
に 

む
け
て
2022
春
闘
体
制
づ
く
り 

②
一
時
金
闘
争 

賃
金
の
後
払
い
と
し
て
位
置
づ
け
、
生
活
給
・
生
活
補 

填
の
闘
い
と
し
て
短
期
決
戦
の
と
り
く
み 

③
最
低
賃
金
闘
争 

全
て
の
労
働
者
が
時
給
1000
円
、
少
な
く
と
も
３
％
増
を
め

ざ
す
と
り
く
み 

④
労
働
時
間
短
縮
闘
争 

年
間
1800

時
間
を
め
ざ
し
、
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進 

⑤
雇
用
と
権
利
を
守
る
闘
い 

労
使
対
等
の
原
則
で
安
心
し
て
働
き
や
す
い
職
場
づ 

く
り
と
経
営
側
の
不
当
な
攻
撃
に
対
し
て
は
、
地
裁
労 

働
委
員
会
な
ど
を
活
用
し
た
と
り
く
み 

⑥
す
べ
て
の
仲
間
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
に 

65
歳
の
雇
用
確
保
と
退
職
金
協
定
と
中
退
共
の
活
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑦
男
女
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
実
効
性
を
高
め
、
男
女
間
格 

差
の
是
正 

 
 
 
 
 

⑧
健
康
と
安
全
を
守
る
闘
い 

長
時
間
労
働
を
無
く
し
労
働
災
害
撲
滅
・
安
全
衛
生
活 

動
の
充
実
と
労
災
企
業
特
別
補
償
の
協
定
化 

⑨
政
策
・
制
度
の
と
り
く
み 

公
正
・
公
平
な
税
制
改
革
、
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と 

中
小
企
業
政
策
の
拡
充
、
多
様
な
働
き
方
の
規
制
強
化 

⑩
反
戦
・
反
核
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
と
り
く
み 

安
全
保
障
関
連
法
制
の
廃
止
、
護
憲
・
平
和
・
脱
原
発 

と
全
て
の
選
挙
闘
争
に
全
力
を
あ
げ
る
と
り
く
み 

組
織
の
強
化
拡
大
の
課
題
で
は 

①
組
織
強
化
の
と
り
く
み 

全
国
一
般
大
阪
の
機
能
強
化
と
組
織
拡
大
・
体
制
の
強

化
、
中
小
労
働
運
動
の
継
承
と
学
習
会(

ユ
ニ
オ
ン
ス

ク
ー
ル)

の
継
続
・
拡
充 

②
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化 

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
共
闘
体
制
強
化
と
共
同
行
動
の
推
進 

③
自
治
労
府
本
部
・
公
民
評
と
の
連
携
強
化 

府
本
部
公
民
評
と
の
共
同
行
動
・
連
携
強
化
と
連
合
大

阪
の
中
小
共
闘
強
化
の
と
り
く
み 

④
福
祉
・
共
済
活
層
の
拡
充 

全
労
済
、
近
畿
労
金
運
動
の
強
化
・
拡
充
の
と
り
く
み 

 

以
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
方
針
化
し
て
い
く
。 

二
〇
二
二
運
動
方
針
（
草
案
）
提
起
！ 

  

第
10

回
執
行
委
員
会
開
催
、
方
針
論
議
！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国一般評議会 

第 37回地方代表者会議を実現 
7月 17日、全国一般評議会は地方代表者会議を開催し、

運動方針案等を論議し次期役員体制も確認・決定した。コ

ロナ禍、対面、ＷＥＢ併用での開催であったが、全国一般

大阪は道脇書記長が代表者会議議長として東京で対面参

加。池堂副委員長、木下執行委員がＷＥＢで参加した。 

代表者会議は原田副議長の開会挨拶、福島議長(大阪地

方労組委員長)の主催者代表挨拶で開始された。福島議長

は春闘統一要求、統一交渉の意義を語りながら「上げ幅よ

りも水準」の動きに警鐘を乱打するとともに、団結しにく

いコロナ禍の困難を乗り越え取り組むことを訴えた。ま

た、来る参議院選挙に向けて自治労・鬼木書記長を推薦、

全力で支援することを訴えた。自治労からは、高橋副委員

長、鬼木書記長が連帯の挨拶を行った。 

続いて報告事項に入り、討論に移ったところ、大分の朝

来委員長が地方代表者会議で次期評議会役員を決定する

ことに疑問を呈した。コロナ禍の諸事情により、自治労の

大会前に、全国一般評議会総会が開くことができなくなっ

たことから、地方代表者会議で特別に選出することになっ

たが、そのプロセスに疑問を呈したのである。福島議長、

亀崎事務局長がその経緯を説明し議論になったが、最後は

道脇・地方代表者会議議長が裁決をとり、この代表者会議

で次期役員体制を選出することが決定された。 

総括、運動方針案については亀崎事務局長が提起し質疑

討論がなされた。大分から最賃問題、岐阜からは非正規・

外国人労働者の組織化の重点化、大阪からは「労働者代表

制」の問題について意見が出され討論になった。大阪の木

下執行委員は労働者代表制の法制化は組合軽視の不当労

働行為の合法化にもなりうると問題点を指摘し、反対する

取り組みの強化を訴えた。 

総会の最後の議題は次期役員選出であり、賛成多数で福

島議長、亀崎事務局長ら次期役員を選出した。9月 4 日の

全国一般評議会総会でこの役員体制は最終的に報告・確認

されることになる。最後に福島議長の音頭で全国の仲間が

ＷＥＢで「団結ガンバロウ」を斉唱して締めくくった。 

 

 

 

 

中村哲さんの遺志を継いで！集い 

  ユニオンおおさか 高 橋 章 夫 

 7 月 11 日に、表題の“つどい”に参加しました。一昨年（2019 年）12 月 4 日

に中村哲さんは何者かによって殺害されました。 

 この“つどい”は、中村哲さんの遺志を継いで、アフガニスタンそしてアジア

の平和を目指す集会となりました。以下、“つどい”の報告です。集会の開始に先

立って、現地アフガニスタンの用水路の様子などがＤⅤＤで紹介されました。 

 主催者の挨拶の後、ペシャワール会事務局でＰⅯＳ支援室長である藤田千代子

さんからパワーポイントの画像を見ながら説明。ペシャワール会（＝中村哲医師）

の足跡をたどりました。 

 当初、ペシャワール（パキスタン）に派遣された中村医師は、アフガニスタン

難民に出会い、ハンセン病の多さに驚き、その根源に貧困問題、清潔な水の不足

があることを痛感。ペシャワールに基幹病院を建設し、さらに奥地の無医村への

診療所の建設や井戸を掘るなどの活動を続けたが、病気を治す前に干ばつによる

飢えで餓死してしまう現実に直面して、現地アフガニスタンの人たちには、薬よ

りも水を必要としていると、1600本の井戸を掘り、命をつなぎました。2000年か

らの大干ばつに直面して、2003年から用水路の建設にとりかかり、大河クナール

河からの分水により、2020 年には 1 万 6500 ヘクタールの農地をよみがえらせ 65

万人の農民の生活を支えるまでになっています。「緑の大地計画」はまだまだ発展

します。戦争で荒廃したアフガニスタンに真の平和をもたらすのは生活の安定で

す。そのためには、川をも引っ張って来るというのが中村哲さんのやってきたこ

とです。中村哲さんは、常に現地のアフガニスタンの人の立場に立って、上から

のほどこしでなく支援を考えている。 

  『私は中村哲さんの一貫したこの姿勢に感激しました。』 

                              

 

当面のスケジュール     
《2021年 7月》 
・7/21(水)10:30 ユニオン内藤証券支部団交ＷＥＢ 全国一般大阪事務所 
     18:30 内藤証券救済申立弁打合せ  弁護士事務所 

18:30 第 3回ﾕﾆｵﾝｽｸｰﾙ「財務諸表」ＷＥＢ   全国一般大阪事務所 
・7/22(木)10:00 ホロニクス損賠弁打合せ  弁護士事務所 
・7/27(火)18:00 南大阪地域協議会   永大産業労組 
・7/28(水)18:30 北大阪地域協議会   全国一般大阪事務所 
・7/29(木)18:30 慶生会支部団交   弁護士事務所 
・7/30(金)15:00 阪南地域協議会   サンスクエア堺 
     18:00 委託連合執行委員会   大野コミュニティ 
     18:30 東南地域協議会   サンビー労組 
・7/31(土)13:00 自治労公共ｻｰﾋﾞｽ民間労組総会ＷＥＢ併用 自治労会館 
《2021年 8月》 
・8/02(月)18:30 第 5回五役会議      全国一般大阪事務所 
・8/04(水)15:00 府本部執行委員会      ＰＬＰ会館 
・8/06(金)18:30 第 3回組織強化拡大委員会      全国一般大阪事務所 
・8/07(土)13:00 原発・核燃料からの撤退を！集会 ドーンセンター 
     14:00 内藤証券労組第 4回定期大会  全国一般大阪事務所 
・8/09(月)11:00 ブルネロクチネリ支部団交  新大阪会議室 
・8/11(水)18:00 和泉委託金楽商事支部団交  北部ﾘｰｼﾞｮﾝｾﾝﾀｰ 
・8/18(水)13:30 府本部第 12回執行委員会  ＰＬＰ会館 
・8/20(金)15:00 関西ブロック幹事会   全国一般大阪事務所 

18:30 第 11回執行委員会      全国一般大阪事務所   
・8/21(土)15:00 中小労働運動セミナー   全国一般大阪事務所 
     18:00 ユニオンおおさか執行委員会  全国一般大阪事務所 
・8/23(月)18:00 府本部全国一般共闘ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ  全国一般大阪事務所 
・8/25～26 13:00 自治労第 94回定期大会      広島市体育館他 
・8/27(金)18:30 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 
《2021年 9月》 
・9/04(土)09:30 全国一般評議会第 17回定期総会 自治労会館 
・9/08(水)18:30 第 15期第 6回ﾕﾆｵﾝｽｸｰﾙ   全国一般大阪事務所 
・9/13(月)18:30 第 12回執行委員会   全国一般大阪事務所 
・9/15(水)18:30 前川労組執行委員会   本社 
・9/25(土)10:00 第 62回全国一般大阪定期大会  ＪＡＭ西日本会館 
 

 

地裁・労働委員会 
◇サンプラザ労組 
・12号異議申立・府労委地裁、地裁棄却 2021/3/31 
・あっ旋申請   2021/6/15（期日 8/12） 

◇内藤証券労組 
 ・未払い残業代請求提訴  2019/2/1 
 ・未払い残業代弁論和解(合意)  2021/7/20 
◇マテロックス支部 

・解雇撤回地位確認訴訟（堺支部） 2019/7/4 
・府労委不当労働行為救済申立  2019/9/2 
・地裁弁論   2021/6/21（次回証人調べ 9/30） 
・府労委勝利命令      2021/5/10 
・取消訴訟   2021/6/7(次回 8/25) 

◇ホロニクスグループ支部 
・解雇撤回仮処分申立   2020/9 
・勝利決定       2021/2/15 
・本訴申立      2021/3/18 
・第 3回弁論    2021/6/29(次回 8/25) 

◇ホロニクス・医誠会病院提訴 
・損害賠償請求提訴   2020/12/25 
・損害賠償弁論  2021/7/8（次回 8/10） 

◇シークス支部 
・解雇撤回労働審判申立   2019/5/14 勝利審判 9/2 
・会社異議申立提訴 2019/9  地裁証人調べ 2021/7/2 

◇ＥＱＷＥＬ支部 
 ・解雇撤回労働審判申立  2020/9/6 
 ・審判期日・勝利    2021/1/12 
・異議申立・本訴      2021/7/20WEB（次回 9/3） 

-◇都島自動車学校支部 
 ・府労委不当労働行為救済申立 2021/5/12 
 ・第 1回調査    2021/6/7(次回 7/26) 
◇南海グループ支部 
 ・あっ旋申請    2021/6/30 
◇全星薬品工業支部 
 ・あっ旋申請    2021/7/7 
◇丸文支部 
 ・あっ旋申請    2021/7/12 
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